
島 根 県 消 防 学 校 だ よ り v o l .６  

                                      総代、副総代 任命式  

４月１５日 総代、副総代の任命式を行い、総代に大津功一学生（松江消防）、副総代に

皆元一弥学生（益田消防）、和田将太学生（大田消防）がそれぞれ任命されました。 

大 津 総 代：全員の心をひとつにし、いつまでも支え合える 54 期を創っていきます。 

皆元副総代：総代を支え、３3 人がそろって卒業できるように最後まで頑張ります。 

和田副総代：総代と学生とのパイプ役になり、全体をまとめていきます。 

               『消防学校だより』に寄せて     校長 渡 部 正 夫 

今年も「熱い思い」と「崇高な志」を持った３３名の若者が、満開の桜に迎えられ、

消防学校の門をくぐりました。今年度から初任科と救急科を統合し「初任総合教育科」

と改め、期間も８ヶ月の長丁場となりました。社会人１年生の学生も多く、あずかる

者として、一番の心配事は何と言っても病気とケガです。初めて親元から離れて生活

する学生にとって、未知なる「消防の世界」そのものも不安ですが、なんと言っても、

今まであたり前であった寝食すら不自由となる「共同生活」です。しかし、この不自

由な共同生活を体験することによって、他人との係わりの意義や社会の仕組みを理解

し、利他的な行動が取れるようになってくるのだと思います。消防を一生の職として

選んだ初心を忘れず、なんとしても絶対にやり遂げていただきたいと思います。 

さて、近年の大規模な地震や風水害、複雑化する火災やテロ災害など、予測不能な災害発生が危惧される中で、

消防に寄せられる住民の期待は大変大きなものがあります。その一方で、社会構造の変化や高齢化社会の到来、高

度情報化の進展、科学技術の進歩等に応じて、専門的かつ高度な能力を備えた消防職団員の養成が強く求められて

います。消防学校では、教育環境の整備を図りながら、新たな時代のニーズに応えた教育訓練を行い、県民の期待

に応えて行かなければならないと考えております。組織において、教育の効果は直ぐには見えないところでもあり

ますが、今年度もコツコツと着実に前に進めて行こうと思います。人材育成に近道はありません。 

初任総合教育 第５４期 『入 校 式』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しく満開の桜が咲き誇る４月８日（火）初任総合教育科第５４期の入校式を挙行いたしました。県下７本部（松

江、出雲、益田、大田、安来、江津、隠岐）で採用された３３名の消防士が、不安と期待に胸をふくらませスター

トラインに立ちました。講堂で開かれた入校式では、渡部校長から「強くてたくましく、住民から信頼される消防

人になってほしい」と式辞があり、学生を代表して曽田学生（松江消防）が、宣誓文「学生としての責務を深く自

覚し、校則を守り、勉学に専念する」を読み上げ、入校中の決意を誓いました。島根県防災部長の大國様、島根県

消防長会会長（松江市消防長）坂本様から、それぞれお祝と激励の言葉を頂き、式は滞りなく終わりました。 

 



 初任総合教育第５４期 学生紹介  

教官紹介 

学生の教育訓練を行う

五人の教官です。 

写真左から 

宮前 善一（県調整監） 

黒瀬  守 （大田消防） 

塩田 一広（松江消防） 

伊藤 桂太（出雲消防） 

渡邉 秀幸（隠岐消防） 

『瑠璃の光も磨きから』 ～ 修練を積まなければ大成しない ～ 

 ５４期生のスローガンを「瑠璃の光も磨きから」に決めました。消防学校で厳しい訓練に耐え、卒業した後でも

常に修練を積み重ね、一人でも多くの命を救うために努力し続ける、そんな消防のプロを目指します。 

【松江市消防本部】                【出雲市消防本部】    【益田広域消防本部】   

 

 

 

 

 

                                                

厳しい訓練が続きますが、   

仲間と切磋琢磨し合い頑

張ります。 

 

【大田市消防本部】     【安来市消防本部】     【江津邑智消防組合】    【隠岐広域連合消防本部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員紹介（総務担当） 

今年度は総合訓練施設の

建設を行います。よろし

くお願いします。 

副校長  梶谷 幹男 

企画幹  太田 和男 

校務技師  難波 保夫 

          

編集後記（事務局より） 

新たな新入生を迎え新年度が始まりました。昨年は前期と後期の二度の初任科生。今年度は救急科目を含む８ヶ

月の初任科生。それぞれ数の違いはありますが、初任科生にはこれから始まることへの希望に満ちた強い思い「志」

を感じます。幕末の志士たちに多大な影響を与えた“吉田松陰”曰く『夢なき者に成功なし』。成功の原点は「夢」

にあります。何事も一足飛びには行けません。学生たちには初心を忘れず、大いなる志を持って、消防学校での多

くの困難に耐え、勉学・訓練に励んで、夢の実現を目指して最後まで頑張ってもらいたいものです。 

  

              島根県消防学校 
                     〒690-0046 島根県松江市乃木福富町７３５－１５７ 

                           E-mail：syobogako@pref.shimane.lg.jp 

              Tel：０８５２－２２－０１６６ 

高い志を胸に仲間たちと日々精進し、皆が一人前

の消防士になれるように頑張ります。 

消防士としての使命感を持

ち、どんな訓練にも耐え抜

き、精神的にも身体的にも

強くなって見せます。 

一 年 の 経 験 を 活 か し

て、皆を引っ張ってい

き一致団結して頑張り

ます。 

常に初心の気持ちを

忘れず、日々進歩・向

上の努力を惜しまず

頑張ります。 

慣れないことばかりで

大変ですが、助け合いな

がら頑張っていきます。 

これから厳しい日々があ

ると思いますが、54 期生

と協力し合いながら立派

な消防士になれるよう頑

張っていきます。 


